
JP 6543618 B2 2019.7.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光のスペクトルを再現する方法であって、
　複数のＬＥＤ組立体のＬＥＤ群を有する少なくとも１つのＬＥＤアレイから形成された
少なくとも１つのＬＥＤベース光源を提供する工程と、
　前記複数のＬＥＤ群の少なくとも１つを起動して、個別の波長範囲内の少なくとも１つ
の出力光信号を出力する工程と、
　前記複数のＬＥＤ群からの前記出力光信号を組み合わせて、少なくとも１つの回折要素
を用いて、少なくとも１つの広いスペクトルの出力信号を生成する工程と、
　前記広いスペクトルの出力信号の少なくとも１つの特性を選択的に変更すると共に、当
該広いスペクトルの出力信号を少なくとも１つのワーク面に向ける工程と、
　前記ＬＥＤベース光源上に位置決めされた少なくとも２つのアライメント装置によって
出力されると共にある角度で交差するように構成された少なくとも２つのアライメント光
信号で、前記少なくとも１つのワーク面を照射する工程と、
　前記ＬＥＤベース光源が前記ワーク面から所望の高さに位置して前記アライメント光信
号が交差するようになるまで、前記ＬＥＤベース光源の位置を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　各ＬＥＤアレイ内の前記複数のＬＥＤ群によって出力される前記少なくとも１つの出力
光信号の電力を選択的に変更する工程
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を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各ＬＥＤアレイ内の前記複数のＬＥＤ群によって出力される前記少なくとも１つの出力
光信号の強度を選択的に変更する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの波長範囲の電力制御アクチュエータを起動することによって、前記少
なくとも１つの広いスペクトルの出力信号の電力を制御する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つの波長範囲の電力制御アクチュエータを起動することによって、前記少
なくとも１つの広いスペクトルの出力信号の強度を制御する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの波長スペクトル制御システムによって、前記少なくとも１つの広いス
ペクトルの出力信号を制御する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つの波長電力デジグネータに、前記広いスペクトルの出力信号の電力を表
示する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも１つのマイクロプロセッサを用いて、前記少なくとも１つの広いスペクトル
の出力信号の少なくとも１つの特性を変更する工程
を更に備え、
　前記マイクロプロセッサは、少なくとも１つの制御装置と通信可能であり、
　前記少なくとも１つの制御装置は、前記複数のＬＥＤ組立体のＬＥＤ群の少なくとも１
つと通信可能である
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも１つのマイクロプロセッサを用いて、前記少なくとも１つの広いスペクトル
の出力信号の少なくとも１つの特性を変更する工程
を更に備え、
　前記マイクロプロセッサは、少なくとも１つの制御装置と通信可能であり、
　前記少なくとも１つの制御装置は、前記複数のＬＥＤ組立体のＬＥＤ群の少なくとも１
つと通信可能である
ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　太陽のスペクトル特性を再現する方法であって、
　複数のＬＥＤ組立体のＬＥＤ群を有する少なくとも１つのＬＥＤアレイから形成された
少なくとも１つのＬＥＤベース光源を提供する工程と、
　前記複数のＬＥＤ群の少なくとも１つを起動して、個別の波長範囲内の少なくとも１つ
の第１の出力光信号を出力する一方で、前記複数のＬＥＤ群が協働して、ある波長スペク
トルを有する少なくとも１つの第２の出力光信号を出力する工程と、
　前記少なくとも１つのＬＥＤベース光源と通信可能な少なくとも１つの制御装置によっ
て、少なくとも１つのＬＥＤ群の出力を選択的に制御し、これによって、前記少なくとも
１つの第２の出力光信号の波長スペクトルを選択的に変更する工程と、
　前記少なくとも１つのＬＥＤベース光源上に位置決めされた少なくとも２つのアライメ
ント装置によって出力されると共にある角度で交差するように構成された少なくとも２つ
のアライメント光信号で、少なくとも１つのワーク面を照射する工程と、
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　前記少なくとも１つのＬＥＤベース光源が前記少なくとも１つのワーク面から所望の高
さに位置して前記少なくとも２つのアライメント光信号が交差するようになるまで、前記
少なくとも１つのＬＥＤベース光源の位置を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの制御装置は、少なくとも１つのコンジットを介して、前記少なく
とも１つのＬＥＤベース光源と通信する
ことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの制御装置は、ワイヤレスに、前記少なくとも１つのＬＥＤベース
光源と通信する
ことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの波長範囲の電力制御アクチュエータを起動することによって、前記少
なくとも１つのＬＥＤアレイの少なくとも１つのＬＥＤ組立体の少なくとも１つのＬＥＤ
群から放出される前記少なくとも１つの第１の出力光信号の強度を選択的に変更すること
によって、少なくとも１つのスペクトル制御システムを有する前記少なくとも１つの制御
装置を動作させる工程と、
　少なくとも１つの波長電力デジグネータに少なくとも１つの波長を表示することによっ
て、ＬＥＤ組立体の少なくとも１つのＬＥＤ群から放出される前記少なくとも１つの第２
の出力光信号の少なくとも１つの波長を特定する工程と、
　少なくとも１つの波長範囲の電力インジケータにＬＥＤ組立体の少なくとも１つのＬＥ
Ｄ群から放出される前記少なくとも１つの第１の出力光信号の電力を表示する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの情報ディスプレイによって、前記少なくとも１つのＬＥＤベース光源
の出力電力を表示する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つの電源供給部によって、前記少なくとも１つの制御装置及び前記少なく
とも１つのＬＥＤアレイの前記複数のＬＥＤ組立体のＬＥＤ群に電力を供給する工程と、
　少なくとも１つのマイクロプロセッサによって、前記少なくとも１つの電源供給部を制
御する工程と、
　ユーザに、前記少なくとも１つの電源供給部及び少なくとも１つのＬＥＤ群の少なくと
も一方と通信可能な少なくとも１つのＬＥＤアレイ制御盤を介して、前記少なくとも１つ
のマイクロプロセッサからのコマンドに基づいて、前記ＬＥＤ群に供給される少なくとも
１つの電流信号を変更することを許容する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザに、少なくとも１つのユーザインタフェースを介しての、前記ＬＥＤアレイ制御
盤によっての、前記ＬＥＤ群に供給される前記電流信号の変更を許容する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ユーザに、少なくとも１つの外部プロセッサを介して前記少なくとも１つのマイクロプ
ロセッサと通信することを許容する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　ユーザに、１または複数のメモリ装置にデータを記憶させることを許容する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
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　ユーザに、少なくとも１つの波長範囲の電力制御アクチュエータを起動することを許容
し、前記少なくとも１つのＬＥＤアレイのＬＥＤ組立体の少なくとも１つのＬＥＤ群から
放出される前記少なくとも１つの第１の出力光信号の強度を選択的に変更することを許容
する、という少なくとも１つのスペクトル制御システムを、前記少なくとも１つの制御装
置内に提供する工程と、
　少なくとも１つの波長電力デジグネータによって、ＬＥＤ組立体の少なくとも１つのＬ
ＥＤ群から放出される前記少なくとも１つの第１の出力光信号の波長を特定する工程と、
　前記波長電力デジグネータによって特定された少なくとも１つの波長範囲内において、
少なくとも１つの波長範囲の電力インジケータに、ＬＥＤ組立体の少なくとも１つのＬＥ
Ｄ群から放出される前記少なくとも１つの第１の出力光信号の出力電力を表示する工程と
、
　前記少なくとも１つの波長電力デジグネータによって特定される波長範囲内において、
少なくとも１つの波長範囲アクチュエータを起動することによって、ユーザに、前記少な
くとも１つの波長範囲の電力制御アクチュエータによって選択されるように、ＬＥＤ組立
体の少なくとも１つのＬＥＤ群から放出される前記少なくとも１つの第１の出力光信号の
電力を変更することを許容する工程と、
更に備えたことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１４年９月２８日出願の「ＬＥＤベースの太陽光シミュレータ及びその
使用方法」というタイトルの米国仮出願第６１／８８４，０４３の優先権を主張するもの
である。当該仮出願の記載は、この参照によって、その全体の内容が本明細書に組み込ま
れる（incorporated by reference）。
【背景技術】
【０００２】
　太陽光シミュレータは、幅広い応用分野で用いられている。例えば、太陽のスペクトル
特性を再現可能な光源が、塗料、染料、外壁被覆材、ワックス等の試験を含む、様々な保
護被覆剤の耐候特性を試験する際に用いられている。更に、太陽光シミュレータは、様々
な医療研究の応用に用いられ得る。例えば、太陽光シミュレータは、皮膚がんの研究、光
生化学応用、光毒性、光アレルギー試験、様々な他の医療応用、において頻繁に用いられ
ている。また、太陽光シミュレータは、一般に、様々な化粧品、日焼け止め、ローション
、衣類等の太陽光保護要素（以下、ＳＰＦという）を決定するために用いられている。典
型的には、ＳＰＦ試験は、太陽保護材料が哺乳動物の肌に適用された時と適用されない時
とについて、紅斑反応を吟味する。
【０００３】
　現在、太陽光シミュレータは、一般に、太陽のスペクトル特性を再現する光出力を提供
するような高強度ランプを含んでいる。ランプベースの太陽光シミュレータシステムは、
過去において幾らか有用であることが分かっているが、多くの欠点も特定されている。例
えば、これらシステムは、しばしば、太陽光シミュレータのスペクトル出力を所望の波長
範囲に選択的に調整するために、光フィルタシステムの使用を要求する。これら光フィル
タシステムは、太陽光シミュレータシステムのコスト及び複雑さを増大させる。更に、太
陽光シミュレータが多様な所望の波長範囲の光放射を出力することを可能にするべく、多
数の光フィルタシステムが要求され得る。また、最近の環境規制は、着色ガラスフィルタ
ーの製造の際に用いられる幾つかの材料の使用を厳格に制限したり禁止したりしている。
従って、太陽光スペクトルの部分の再現が、不可能ではないとしても、困難になっている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　前述の観点から、太陽光スペクトルを効率的に再現できる太陽光シミュレータシステム
のニーズがある。更に、理想的には、太陽光シミュレータは太陽光スペクトルの部分を選
択的に再現できることが望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願は、新規なＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムと、その製造方法と、に向
けられている。一実施形態において、本願は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータ光源を
開示するが、当該ＬＥＤベースの太陽光シミュレータ光源は、複数のＬＥＤ組立体のＬＥ
Ｄ群によって形成される少なくとも１つのＬＥＤアレイと、少なくとも１つのフィールド
平滑化装置と、少なくとも１つの回折要素と、広いスペクトルの光源出力信号を調節して
当該光源出力信号をワーク面に向けるよう構成された少なくとも１つの光学要素と、を備
えている。各ＬＥＤ群は、個別のスペクトル範囲内の少なくとも１つの光信号を出力する
ように構成され得る。更に、フィールド平滑化装置は、ＬＥＤアレイを形成する複数のＬ
ＥＤ群からの複数の出力のうちの少なくとも１つの光特性を減衰ないし平滑化するように
構成され得る。また、回折要素は、複数のＬＥＤ群からの光信号を受容して組み合わせて
、広いスペクトルの光源出力信号を生成するよう構成され得る。これによって、複数の点
光源（すなわち、それぞれの波長範囲の個別のＬＥＤ光源）が均一な広いスペクトルの単
一の光源に変換され得る。
【０００６】
　別の実施形態では、本願は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムを開示するが
、当該ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムは、内部に位置決めされた少なくとも
１つのＬＥＤアレイを有する少なくとも１つのＬＥＤベースの光源であって、当該ＬＥＤ
アレイは複数のＬＥＤ組立体のＬＥＤ群によって形成され、各ＬＥＤ群は個別のスペクト
ル範囲内の少なくとも１つの光信号を出力するように構成され、前記複数のＬＥＤ群は波
長スペクトルを有する少なくとも１つの光源出力信号を協調的に出力する、というＬＥＤ
ベースの光源と、前記ＬＥＤベース光源と通信可能で、少なくとも１つのＬＥＤ群の出力
を選択的に制御して前記光源出力信号の前記波長スペクトルの選択的変化を許容するよう
に構成された少なくとも１つの制御装置と、を備える。
【０００７】
　ここで開示されるような当該新規なＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムの実施
形態の他の特徴及び利点は、以下の詳細な説明を考慮すれば、明らかとなろう。
【０００８】
　新規なＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムの幾つかの実施形態が、添付の図面
を用いて、より詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、ＬＥＤ光源と制御装置とを備えたＬＥＤベースの太陽光シミュレータシ
ステムの一実施形態の、前方斜視図を示している。
【００１０】
【図２】図２は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態の、後方斜視図を示している。
【００１１】
【図３】図３は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態の、後方立面図を示している。
【００１２】
【図４】図４は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態の、側面図を示している。
【００１３】
【図５】図５は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態の、底面図を示している。
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【００１４】
【図６】図６は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態の、内部構成要素の斜視図を示している。
【００１５】
【図７】図７は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態の、内部構成要素の別の斜視図を示している。
【００１６】
【図８】図８は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態に用いられる、ＬＥＤアレイの側方斜視図を示している。
【００１７】
【図９】図９は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光源の
一実施形態に用いられるＬＥＤアレイを形成するべく用いられる、ＬＥＤ組立体の側方斜
視図を示している。
【００１８】
【図１０】図１０は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光
源の一実施形態に用いられる、ＬＥＤアレイの側方図を示している。
【００１９】
【図１１】図１１は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光
源の一実施形態の、内部構成要素の別の斜視図を示している。
【００２０】
【図１２】図１２は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられるＬＥＤ光
源の一実施形態を通過する、ＬＥＤアレイによって発信された光信号の光線軌跡を示して
いる。
【００２１】
【図１３】図１３は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムに用いられる制御装置
の内部構成要素の斜視図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本願は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータの様々な実施形態に向けられている。従来
のランプベースの太陽光シミュレータとは異なり、ここに説明されるＬＥＤベースの太陽
光シミュレータは、太陽のスペクトル出力を再現可能な、低出力のＬＥＤ光源を提供する
。また、ここに説明されるＬＥＤベースの太陽光シミュレータ装置は、ユーザが、所望の
ように、出力信号のスペクトル特性を容易に変更することを許容する。
【００２３】
　図１は、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステムの一実施形態の斜視図を示してい
る。図示のように、ＬＥＤベースの太陽光シミュレータシステム１０は、少なくとも１つ
のＬＥＤ光源１２と、少なくとも１つの制御システムないし制御装置１４と、を備えてい
る。一実施形態では、ＬＥＤ光源１２は、少なくとも１つのコンジット（不図示）を介し
て、制御装置１４に接続されている。別の実施形態では、ＬＥＤ光源１２は、ワイヤレス
に制御装置１４に接続され得る。別の実施形態では、ＬＥＤ光源１２は、コンピュータネ
ットワークを介して、制御装置１４に接続され得る。一実施形態では、ＬＥＤ光源１２及
び制御装置１４の少なくとも１つは、少なくとも１つのプロセッサまたは類似のコントロ
ーラを含んでいる。選択的に、ＬＥＤ光源１２及び制御装置１４の少なくとも１つは、少
なくとも１つの外部のプロセッサまたはコンピュータ（不図示）と通信可能であり得る。
例えば、ＬＥＤ光源１２及び制御装置１４は、少なくとも１つのコンジットを介して及び
／またはワイヤレスに、外部のプロセッサまたはコンピュータ（不図示）と通信可能に構
成され得る。更に、制御装置１４は、ＬＥＤ光源１２の内部に含まれていてもよいし、Ｌ
ＥＤ光源１２の内部に組み込まれていてもよい。
【００２４】
　図１を再び参照して、図示の実施形態において、単一のＬＥＤ光源１２が対応する単一
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の制御装置１４と共に図示されている。選択的に、複数のＬＥＤ光源１２が、単一の制御
装置１４と接続するように構成され得る。例えば、本システムは、任意の数の制御装置１
４に接続された任意の数のＬＥＤ光源１２を有するように構成され得る。
【００２５】
　図１乃至図５は、図１に示されたＬＥＤ光源１２の一実施形態の様々な図を示している
。図示のように、ＬＥＤ光源１２は、少なくとも１つの光源ヘッド５０（図６参照）を取
り囲む少なくとも１つの光源ヘッドハウジング２０を含んでいる。一実施形態では、光源
ヘッドハウジング２０は、少なくとも１つの熱可塑性材料から製造されている。別の実施
形態では、光源ヘッドハウジング２０は、少なくとも１つのポリマー材料から製造されて
いる。別の実施形態では、光源ヘッドハウジング２０は、アルミニウムから製造されてい
る。選択的に、光源ヘッドハウジング２０は、ポリマー、金属、合金、複合材料等を含む
が、それらには限定されない様々な材料から製造され得る。
【００２６】
　図１乃至図５を再び参照して、光源ヘッドハウジング２０は、少なくとも１つのヘッド
支持部２２に接続されている。図示の実施形態では、ヘッド支持部２２は、少なくとも１
つの結合ブラケット２８を用いて少なくとも１つのワーク面２４に接続（結合）されてい
る。選択的に、ヘッド支持部２２とワーク面２４とは、一体であってもよい。別の実施形
態では、光源ヘッドハウジング２０及び／または光源ヘッド５０は、光源ヘッドハウジン
グ２０及び光源ヘッド５０の少なくとも一方を、ヘッド支持部２２、ワーク面２４、また
はそれらの両方に結合する標準光取付ハードウェアを用いて結合するよう構成されている
。
【００２７】
　図示の実施形態では、少なくとも１つの結合装置２６が、光源ヘッド５０及び／または
光源ヘッドハウジング２０をヘッド支持部２２に結合するために用いられている。一実施
形態では、ヘッド支持部２２及び結合装置２６は、光源ヘッド５０を取り囲む光源ヘッド
ハウジング２０が少なくとも一面上で移動可能であることを許容するように構成されてい
る。例えば、図４に示されるように、光源ヘッド５０を収容する光源ヘッドハウジング２
０が、ｘ軸及びｙ軸の少なくとも一方に沿って調整可能に位置決めされるように構成され
得る。更に、ヘッド支持部２２及び結合装置２６の少なくとも１つが、任意の数の自由度
を含み得て、光源ヘッド５０を収容する光源ヘッドハウジング２０の任意の数の面及び／
または配向に沿っての移動を許容する。一実施形態では、ヘッド支持部２２は、光支持ロ
ッドを含み、結合装置は、光ロッドクランプを含む。いずれも、ニューポートコーポレー
ション（Newport Corporation）によって製造されている。選択的に、ヘッド支持部２２
及び結合装置２６は、固定され得る。
【００２８】
　図３に示すように、一実施形態では、１以上の結合要素または電気コネクタを受容する
よう構成された１以上の通路３０が、光源ヘッドハウジング２０内に形成され得る。例え
ば、少なくとも１つのコンジットまたはケーブルを受容するよう構成された少なくとも１
つの通路３０が、光源ヘッドハウジング２０上に形成され得て、ＬＥＤ光源１２が制御装
置１４及び／または１以上の外部コンピュータないしプロセッサ（不図示）に接続される
ことを許容し得る。選択的に、光源ヘッドハウジング２０は、内部に形成された複数の通
路を含み得て、光源ヘッド５０（図６参照）が複数の装置及び／またはコントローラに結
合されることを許容し得る。
【００２９】
　図２及び図４を参照して、光源ヘッドハウジング２０は、任意の数のベント及び／また
は流体通路３２を含み得る。図示の実施形態では、流体通路３２は、光源ヘッドハウジン
グ２０の対向する両側に形成されていて、光源ヘッド５０を形成する構成要素の冷却を許
容している。選択的に、任意の数、サイズ及び形状の流体通路３２が、光源ヘッドハウジ
ング２０の任意の場所に形成され得る。図示の実施形態では、流体通路３２は、光源ヘッ
ドハウジング２０内の空気の流れを許容するように構成されている。選択的に、流体通路
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３２は、光源ヘッドハウジング２０内部の多様な流体の流れ、液体冷却形態を含む、を許
容するように構成され得る。別の実施形態では、光源ヘッドハウジング２０は、光源ヘッ
ド５０を形成する構成要素の熱調整のため、少なくとも１つの低温クーラーを含むように
構成されている。
【００３０】
　図１、図５及び図６は、ＬＥＤ光源１２の様々な図を示している。図示のように、光源
ヘッド５０は、任意の数の開口及び／またはオリフィスを有する少なくとも１つのヘッド
ベースプレート４２を含んでいる。図示の実施形態では、ヘッドベースプレート４２は、
光源ヘッドハウジング２０に脱着可能に結合するように構成されている。別の実施形態で
は、ヘッドベースプレート４２は、非脱着式に光源ヘッドハウジング２０に結合するよう
に構成されている。図５及び図６を再び参照して、ヘッドベースプレート４２は、少なく
とも１つのアライメントないし位置決め開口３６を含み得る。図示の実施形態では、２つ
のアライメント開口３６が、ヘッドベースプレート４２上に形成されている。
【００３１】
　図１、図５及び図６に示されるように、１以上のアライメントビームないし信号３４が
、アライメント開口３６からワーク面２４に投影されるように、構成され得る。例えば、
１以上のアライメント装置６４が、アライメント開口３６からワーク面２４に少なくとも
１つのアライメント信号３４を投影するように構成され得る。図１に示された実施形態で
は、２つの交差するアライメント信号３４が、光源ヘッド５０からワーク面２４に投影さ
れる。選択的に、アライメント信号３４は、任意の数、形状、及び／またはサイズのアラ
イメント基準を、標本、ワーク面２４及び／またはその両方に投影し得る。選択的に、ア
ライメント開口３６は、１以上のカメラやマシンビジョンシステム等と共に用いられ得る
。
【００３２】
　図１、図５及び図６を再び参照して、少なくとも１つの投影開口３８が、ヘッドベース
プレート４２に形成されている。図示の実施形態では、投影開口３８は、１以上のレンズ
を受容するようにサイズ決めされ得る。更に、ヘッドベースプレート４２が、任意の数及
びサイズの締結凹部４０を含み得る。一実施形態では、締結凹部４０は、光源ヘッド５０
を形成する構成要素がヘッドベースプレート４２に堅固に結合されることを許容するよう
に構成されている。別の実施形態では、締結凹部４０は、１以上の要素ないし装置がワー
ク面２４近いヘッドベースプレート４２に結合されることを許容するように構成されてい
る。例示の装置は、カメラ、検出器、フィルタ、シャッタ、チョッパ、スプリッタ、プリ
ズム、光源等を含むが、限定はされない。
【００３３】
　図６乃至図１１は、前述の光源ヘッド５０を形成する内部構成要素の様々な図を示して
いる。図６、図７及び図１１に示すように、光源ヘッド５０は、当該光源ヘッド５０の様
々な構成要素を支持するように構成されたヘッドフレームないしフレーム５２を含んでい
る。例えば、ヘッドフレーム５２は、ヘッドプレート４２に結合され得る。選択的に、ヘ
ッドフレーム５２は、ヘッドプレート４２と一体であってもよい。一実施形態では、ヘッ
ドフレーム５２は、アルミニウムから製造される。別の実施形態では、ヘッドフレーム５
２は、１以上の合金から製造される。選択的に、ヘッドフレーム５２及び当該ヘッドフレ
ーム５２を形成する様々な部分システムは、スチール、アルミニウム、チタン、合金、複
合材料、熱プラスチック、ポリマー、エラストマ、セラミック材料等を含むがそれらに限
定されない、任意の様々な材料から製造され得る。
【００３４】
　図６乃至図１１を再び参照して、ヘッドフレーム５２は、光源ヘッド５０を形成する様
々な部分システムを支持するように構成された様々なフレーム支持システムを含み得る。
例えば、ヘッドフレーム５２は、所望の場所で１以上のＬＥＤアレイ９４、９６を支持す
るように構成された少なくとも１つのＬＥＤアレイ支持部５４を含む。図８は、ヘッドフ
レーム５２のＬＥＤアレイ支持部５４に結合あるいは支持された、第１ＬＥＤアレイ９４
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と、少なくとも１つの第２ＬＥＤアレイ９６と、を示している。別の実施形態では、ＬＥ
Ｄアレイ支持部５４は、３以上のＬＥＤアレイを支持するように構成されている。別の実
施形態では、ＬＥＤアレイ支持部５４は、４以上のＬＥＤアレイを支持するように構成さ
れている。選択的に、ＬＥＤアレイ支持部５４は、単一のＬＥＤアレイを支持するように
構成され得る。当業者は、ＬＥＤアレイ支持部５４が任意の数及びサイズのＬＥＤアレイ
を支持するように構成され得ることを認識するであろう。図示の実施形態では、ＬＥＤア
レイ支持部５４は、固定場所でＬＥＤアレイ９４、９６を支持するように構成されている
。選択的に、ＬＥＤアレイ支持部５４は、ＬＥＤアレイ９４、９６を可動に支持するよう
に構成され得る。例えば、ＬＥＤアレイ支持部５４は、１以上の可動のステージ、ジンバ
ル、運動学的装置等を含み得て、ユーザがヘッドフレーム５２に対して任意の数の平面に
沿ってＬＥＤアレイ９４、９６の位置を調整することを許容し得る。
【００３５】
　図６乃至図１１を再び参照して、ヘッドフレーム５２は、１以上のミラーないしリフレ
クタ支持部５６を含み得る。ミラー支持部５６は、１以上のミラーをＬＥＤアレイ９４、
９６に対する任意の位置に支持するように構成され得る。図６は、第１ミラー１３０と第
２ミラー１３２とが１以上のミラー支持部５６によって支持されているミラー支持部５６
の一実施形態を示している。当業者は、任意の数のミラーが任意の数のミラー支持部５６
によって支持され得ることを認識するであろう。図６の図示の実施形態では、少なくとも
１つのミラー取付部６２が、ミラー１３０、１３２をミラー支持部５６に結合するために
用いられ得る。一実施形態では、ミラー取付部６２が、当該ミラー取付部６２に結合され
た少なくとも１つのミラーの複数面の調整を許容するように構成された調整可能なミラー
取付部６２を有している。例えば、一実施形態では、ミラー取付部６２が、運動学的ミラ
ー取付部を有していて、ユーザが、ミラー取付部６２によって支持されたミラーの位置姿
勢を正確に調整することを許容している。選択的に、ミラー取付部６２は、固定位置にミ
ラー１３０、１３２を位置決めするように構成され得る。図示の実施形態では、ミラー支
持部５６は、ＬＥＤアレイ支持部５４に近接して位置決めされる。当業者は、ミラー支持
部がＬＥＤアレイ支持部５４から離れて先端側に位置決めされてもよいことを認識するで
あろう。
【００３６】
　図６、図７及び図１１に示すように、ヘッドフレーム５２は、１以上の回折要素支持部
５８を含み得る。図６、図７及び図１１に示された実施形態では、回折要素支持部５８は
、所望の場所に少なくとも１つの回折光学要素を支持するように構成されている。図示の
実施形態では、回折光学要素支持部５８は、第１回折光学要素１６０と、第２回折光学要
素１６４と、を支持している。一実施形態では、回折光学要素１６０、１６４は、規則的
なエチェル格子を有している。選択的に、任意の多様な反射型及び／または透過型の回折
光学要素が、本システムにおいて利用され得る。例示的な他の回折光学要素は、回折格子
、プリズム等を含むが、それらに限定はされない。図示のように、回折光学要素は、１以
上の回折要素取付部を介して回折要素支持部５８に結合され得る。図示の実施形態では、
第１回折光学要素１６０は、第１回折要素取付部１６２を介して回折要素支持部５８に結
合されている。同様に、第２回折光学要素１６４は、第２回折要素取付部１６６を介して
回折要素支持部５８に結合されている。一実施形態では、回折要素取付部１６２、１６６
は、当該回折要素取付部１６２、１６６に結合された少なくとも１つの回折光学要素の複
数面の調整を許容するように構成された調整可能な取付部を有する。例えば、一実施形態
では、回折要素取付部１６２、１６６は、当該回折要素取付部１６２、１６６に支持され
た回折光学要素１６０、１６４の位置姿勢をユーザが正確に調整することを許容する運動
学的取付部を有する。図示の実施形態では、回折要素支持部５８は、ＬＥＤアレイ支持部
５４及びミラー支持部５６より先端側に位置決めされている。当業者は、回折要素支持部
５８が、ＬＥＤアレイ支持部５４及びミラー支持部５６の少なくとも一方に近接して位置
決めされてもよいことを認識するであろう。
【００３７】
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　図６、図７及び図１１に示されたように、ヘッドフレーム５２は、更に、少なくとも１
つの光学セット支持部６０を含んでいる。図示のように、光学セット支持部６０は、１以
上の光学要素を所望の位置に支持するように構成されている。図示の実施形態では、光学
セット支持部６０に結合された光学セットは、光信号をワーク面２４に出力する前に当該
光信号を調整するように構成された多数の光学要素を含む（図１乃至図４参照）。例えば
、図示の実施形態では、光学セットは、第１レンズ１４４と、第２レンズ１４６と、を含
む。もっとも、当業者は、本システムにおいて、任意の数のレンズが用いられ得ることを
認識するであろう。
【００３８】
　図６、図７及び図１１を再び参照して、第１出力ミラー１４０及び第２出力ミラー１４
２が、光学的セットに含まれ得る。一実施形態では、第１及び第２ミラー１４０、１４２
が、ダイクロイックミラーを有していて、第１出力ミラー１４０は、第１波長範囲内の少
なくとも１つの光信号を反射するように構成されており、第２出力ミラー１４２は、第２
波長範囲内の少なくとも１つの光信号を反射するように構成されている。選択的に、第１
及び第２波長範囲は、重複する範囲であり得るし、そうでなくともよい。また、１以上の
追加の光学要素１４８が、光学セットに含まれ得る（図１１参照）。例示的な追加の光学
要素は、ビームホモジナイザー、レンズ、フィールド平滑化装置、センサ、フィルタ、波
長板、パターン、マスク、テンプレート、ミラー等を含むが、それらに限定はされない。
選択的に、追加の光学要素１４８は、光源ヘッド５０のヘッドプレート４２に形成された
投影開口３８に近接して位置決めされ得る。一実施形態では、少なくとも１つの調整可能
な光学取付部が、光学セットの少なくとも１つの要素を光学セット支持部６０に結合する
ために利用され得る。選択的に、光学セットを形成する光学要素は、固定位置で光学セッ
ト支持部６０に結合され得る。
【００３９】
　図６、図７及び図１１に示されるように、少なくとも１つの熱制御システム７０が、光
源ヘッド５０内に含まれ得る。図示の通り、一実施形態では、熱制御システム７０は、１
以上のファン７４を有する少なくとも１つのシュラウド７２を含み得る。図示の実施形態
では、３つのファン７４が熱制御システム７０に含まれている。もっとも、当業者は、任
意の数のファンが用いられ得ることを認識するであろう。更に、ファン７４及びシュラウ
ド７２は、ＬＥＤアレイ支持部５２によって支持された少なくとも１つのＬＥＤアレイの
少なくとも一部を横切るように空気を方向付けるように構成されている。これにより、Ｌ
ＥＤアレイ９４、９６への対流冷却を提供している（図８参照）。少なくとも１つの冷却
通路７６が、光源ヘッド５０内に形成され得る。図６、図７及び図１１は、少なくとも１
つの冷却通路が内部に形成された光源ヘッド５０の様々な図を示している。更に、冷却通
路７６は、光源ヘッドハウジング２０に形成された少なくとも１つのベント３２と流体連
通し得る（図２及び図４参照）。また、光源ヘッド５０は、任意の多様な別の熱制御装置
を含み得る。それは、チラー、ピエゾクーラー、水冷システム等、を含むが、それらに限
定はされない。選択的に、光源ヘッド５０は、熱制御システム７０無しで製造され得る。
他の実施形態では、熱制御システム７０は、少なくとも１つの加熱装置を含み得る。当該
加熱装置は、ＬＥＤアレイ９４、９６及び／またはＬＥＤ組立体１０２を所望の温度に予
備加熱ないし加熱するように構成されている。これによって、装置のウォームアップ時間
、ないし、ＬＥＤアレイ９４、９６及び／またはＬＥＤ組立体１０２の熱周期に関連する
波長ドリフト、を低減ないし排除している（図８乃至図１０参照）。
【００４０】
　図７及び図１１は、ヘッドフレーム５２、ヘッドプレート４２、またはそれら両方と結
合されるか通信可能である少なくとも１つの取付支持ブラケット８０を有する光源ヘッド
５０の一実施形態を示している。取付ブラケット８０は、光源ヘッド５０が結合装置２６
に堅固に結合することを可能にするように構成されている。これにより、光源ヘッド５０
をヘッド支持部２２に固定することを許容している（図１乃至図５参照）。取付ブラケッ
ト８０は、１以上の締結具を受容するように構成された様々な取付開口を含み得る。
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【００４１】
　図８乃至図１０は、光源ヘッド５０のＬＥＤアレイの様々な詳細図を示している。図示
のように、少なくとも１つのＬＥＤアレイ支持本体部９０が、第１ＬＥＤアレイ９４及び
第２ＬＥＤアレイ９６を支持している。前述の通り、任意の数のＬＥＤアレイが、本シス
テムで利用され得る。選択的に、少なくとも１つの冷却通路７６が、ＬＥＤアレイ支持本
体部９０内に形成され得る。冷却通路７６は、前述の熱制御システム７０と流体連通し得
る。
【００４２】
　図８乃至図１０を参照して、少なくとも１つのフィールド平滑化装置は、少なくとも１
つのＬＥＤアレイに近接して位置決めされ得る。図示の実施形態では、第１フィールド平
滑化装置９８が、第１ＬＥＤアレイ９４に近接して位置決めされている。同様に、第２フ
ィールド平滑化装置１００が、第２ＬＥＤアレイ９６に近接して位置決めされている。一
実施形態では、フィールド平滑化装置９８、１００は、フレネルレンズないしフレネル体
を有している。もっとも、当業者は、任意の様々なフィールド平滑化装置が利用され得る
ことを認識するであろう。一実施形態では、少なくとも１つのフィールド平滑化装置９８
、１００は、平坦な本体部を有するフレネルレンズを有している。別の実施形態では、少
なくとも１つのフィールド平滑化装置９８、１００は、円弧状の本体部を有するフレネル
レンズを有している。別の実施形態では、少なくとも１つのフィールド平滑化装置９８、
１００は、ホログラムフレネルレンズを有している。別の実施形態では、少なくとも１つ
のフィールド平滑化装置９８、１００は、少なくとも１つのファイバ光学ベースのフレネ
ルレンズを有している。
【００４３】
　図８乃至図１０示されるように、ＬＥＤアレイ９４、９６は、約２００ｎｍ乃至約２０
００ｎｍの波長を有する光信号を出力するように構成された１以上のＬＥＤ装置を有し得
る。一実施形態では、ＬＥＤアレイは、発光ダイオード群（以下、ＬＥＤ群）の混合体を
有する。各ＬＥＤ群は、区別可能な波長範囲を出力するように構成されている。例えば、
第１ＬＥＤ群は、約３５０ｎｍから約４００ｎｍの波長を有する光信号を出力するように
構成され得る。一方、第２ＬＥＤ群は、約４００ｎｍから約４５０ｎｍの波長を有する光
信号を出力するように構成され得る。各々が区別できるスペクトル範囲内の光信号を出力
するように構成された、ｎ個のＬＥＤ群が、約２００ｎｍから約２０００ｎｍのスペクト
ル範囲を有する光信号を協調して出力するように構成され得る。図示のように、各ＬＥＤ
群は、少なくとも１つのプリント回路基板ないし基材１１０上に位置決めされた１以上の
ＬＥＤ組立体１０２からなっている。一実施形態では、各ＬＥＤ組立体１０２は、それに
結合されるかそれに近接して位置決めされた少なくとも１つの全体内部反射レンズ１１４
（以下、ＴＩＲレンズ）を有する少なくとも１つのＬＥＤ装置乃至ＬＥＤダイ１１２を有
する。図示の実施形態では、ＴＩＲレンズ１１４は、回路基板１１０に結合された少なく
とも１つのＴＩＲレンズ支持部１１６を含み得る。図示の実施形態では、ＬＥＤアレイは
、個別の光源であるＬＥＤを用いている。選択的に、レーザ発光ダイオードが、ＬＥＤに
追加して、あるいは、ＬＥＤの代わりに、用いられ得る。
【００４４】
　図１０は、第１及び第２ＬＥＤアレイ９４、９６の側方斜視図を示している。図示の通
り、ＬＥＤアレイ９４、９６の少なくとも１つの回路基板１１０は、少なくとも１つのＰ
ＣＢ支持体１２０と連絡し得る。一実施形態では、ＰＣＢ支持体１２０は、回路基板１１
０を支持してＬＥＤアレイの対流冷却を高めるように構成されている。ＰＣＢ支持体１２
０は、当該支持体１２０の表面積を増大して熱交換性能を改良するように構成された１以
上の延長部を含み得る。支持体１２０は、任意の様々な材料から製造され得る。当該材料
は、アルミニウム、銅、タングステン、金属合金等を含むが、それらに限定はされない。
【００４５】
　図１、図６、図７及び図１１を再び参照して、少なくとも１つのアライメント装置６４
が、そこに形成された少なくとも１つのアライメント開口３６に近接して、ヘッドプレー
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ト４２上に位置決めされ得る（図５参照）。使用中、アライメント装置６４は、少なくと
も１つのアライメント信号３４を放出する。当該アライメント信号３４は、アライメント
開口３６を通ってワーク面２４に放射される。一実施形態では、図１に示されるように、
２つのアライメント装置６４が、それぞれ、ワーク面２４に対して角度をもってアライメ
ント信号３４を投影するべく利用される。２つのアライメント信号３４の角度は、ワーク
面２４から所望の高さにおける光源１２の繰り返し可能な位置決めを許容するように構成
され得る。例えば、ユーザは、所望の高さ（例えば１２インチ）のためにアライメント装
置６４の角度を設定し得る。その後、アライメント装置６４が起動されて、２つの分離し
た信号３４をワーク面２４にもたらす。その後、ユーザは、光源１２をヘッド支持部２２
上に再位置決めする（すなわち、上げ下げする）。これによって、単一のアライメント信
号３４がワーク面２４上に現れて、光源１２がワーク面２４から所望の高さにあることが
保証される。
【００４６】
　図１２は、光源ヘッド５０（図６参照）の少なくとも一部を横断する光信号を示してい
る。例えば、図示のように、第１ＬＥＤアレイ９４は、個々のＬＥＤ群の出力からなる少
なくとも１つの光信号１８０を第１ミラー１３０に放出する。ＬＥＤ群の各々は、区別で
きる波長範囲を有している。第１ミラー１３０は、光信号１８０を第１回折光学要素１６
０へと方向付ける。回折要素１６０は、第１ＬＥＤアレイ９４上に形成された個々のＬＥ
Ｄ群からの区別できる光信号を組み合わせて、広いスペクトルの出力信号を生成するため
に用いられる。当該出力信号は、レンズ１４４を通ってミラー１４０（例えばダイクロイ
ックミラー）に方向付けられ、当該ミラー１４０は信号１８０を光学要素１４８（例えば
ビームホモジナイザ及び／またはレンズ）を介してワーク面２４へと反射する。従来のＬ
ＥＤベースの太陽光シミュレータと異なり、本システムは、少なくとも１つの回折要素１
６０を用いて、個々のＬＥＤ群の区別できるスペクトル出力をスペクトル的に組み合わせ
て、ワーク面２４への広いスペクトル出力を形成する。
【００４７】
　図１３は、図１に示された制御装置１４の斜視図である。図示のように、制御装置１４
は、それに結合された少なくとも１つのユーザインタフェース２０４を有する少なくとも
１つの構成要素ハウジング２０２を備える制御装置本体部２００を含んでいる。ユーザイ
ンタフェース２０４は、少なくとも１つのユーザアクチュエータ、スイッチ、または、情
報ディスプレイを含み得る。例えば、図示の実施形態では、ユーザインタフェース２０４
は、電源ボタン２０６と、少なくとも１つの情報及び／または英数字ディスプレイ２０８
と、を含む。もっとも、当業者は、任意の数のボタン、スイッチ、ディスプレイ等が制御
装置１４に含まれ得ることを認識するであろう。例えば、一実施形態では、情報ディスプ
レイ２０８が、ｋＷ／ｍ2の数値を表示するように構成され得る。もっとも、当業者は、
情報ディスプレイ２０８が任意の様々な情報を表示するように構成され得ることを認識す
るであろう。別の実施形態では、情報ディスプレイ２０８は、ＬＥＤディスプレイを有す
る。選択的に、情報ディスプレイ２０８は、タッチスクリーン装置を有し得る。短く言え
ば、任意の様々なディスプレイが制御装置２０４と共に使用され得る。
【００４８】
　再び図１３を参照して、制御装置１４は、少なくとも１つのスペクトル制御システム２
１０を含み得る。例えば、図示の実施形態では、スペクトル制御システム２１０は、１以
上の区別できる波長範囲の電力制御アクチュエータ２１２、区別できる波長範囲の電力デ
ジグネータ２１４、区別できる波長範囲の電力インジケータ２１６、を含んでいる。例え
ば、一実施形態では、第１の波長範囲の電力制御アクチュエータ２１２Ａと第１の波長範
囲の電力インジケータ２１６Ａは、波長範囲アクチュエータ２１８と協働して、光源ヘッ
ド５０の第１及び第２ＬＥＤアレイ９４、９６上に位置決めされた対応するＬＥＤ波長群
の出力電力／強度を選択的に変更するように構成され得る（段落００２８並びに図７乃至
図１０参照）。これによって、ＬＥＤ光源１２の出力のスペクトル特性を選択的に変更す
ることをユーザに許容する（図１参照）。
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【００４９】
　図１３に示すように、波長スペクトル制御システム２１０は、１以上の波長範囲アクチ
ュエータ２１８と、波長範囲アクチュエータ制御部２２０と、を含み得る。波長範囲アク
チュエータ２１８は、波長範囲電力制御部２１２と波長範囲電力インジケータ２１６と協
働して、所望の波長範囲の電力／強度をユーザが調整することを許容するように構成され
得る。例えば、使用中、ユーザは、第１波長範囲の電力制御アクチュエータ２１２Ａを起
動し得て、それによって、第１波長範囲の電力デジグネータ２１４Ａによって示された波
長範囲内のＬＥＤ光源１２の出力信号の電力／強度の変更を許容し得る。その後、ユーザ
は、波長範囲アクチュエータ２１８を起動し得て、第１波長範囲の電力デジグネータ２１
４Ａによって示された波長範囲内のＬＥＤ光源１２（図１参照）からの出力のスペクトル
特性を増減し得る。所望の範囲内の出力電力／強度の変更は、第１波長範囲の電力デジグ
ネータ２１４Ａに対応する波長範囲の電力インジケータ２１６Ａによって示される。所望
のスペクトルが達成されると、ユーザは、第１波長範囲の電力制御部２１２Ａを起動し得
て、出力波長スペクトルの更なる変更を防止し得る。
【００５０】
　再び図１３を参照して、少なくとも１つの波長範囲アクチュエータ制御部２２０が、制
御装置１４に含まれ得る。一実施形態では、波長範囲アクチュエータ制御部２２０が、任
意の様々な機能を提供するように構成され得る。一実施形態では、波長範囲アクチュエー
タ制御部２２０は、波長範囲アクチュエータ２１８のマスター制御部として動作し、波長
範囲アクチュエータ２１８の容量（capability）を許容ないし制限して、制御装置１４の
電力／強度設定を変更する。別の実施形態では、波長範囲アクチュエータ制御部２２０は
、波長範囲アクチュエータ２１８からの入力のためのスケーリング機能を果たすように構
成され得る。例えば、波長範囲アクチュエータ２１８と起動されていない波長範囲アクチ
ュエータ制御部２２０とが、１０ワット単位での出力電力／強度の選択的な制御を許容す
るよう構成され得る。一方、波長範囲アクチュエータ２１８と起動されている波長範囲ア
クチュエータ制御部２２０とが、１００ワット単位での出力電力／強度の選択的な制御を
許容するよう構成され得る。別の実施形態では、波長範囲アクチュエータ２１８と波長範
囲アクチュエータ制御部２２０とは、制御装置１４内に配置されたメモリ装置内に記憶さ
れた様々なプレロードないし記憶された波長スペクトルをユーザがスクロールすることを
許容し得る。
【００５１】
　図１３に示されるように、制御装置１４は、選択的に、１以上の付加的なアクチュエー
タ、ディスプレイ等を含み得る。例えば、図示の実施形態では、制御装置１４は、少なく
とも１つの強度較正アクチュエータ２２２と少なくとも１つのスペクトルアクチュエータ
２２４とを含んでいる。前述の波長範囲アクチュエータ制御部２２０と同様に、強度較正
アクチュエータ２２２及びスペクトルアクチュエータ２２４は、ユーザが波長範囲アクチ
ュエータ２１８を介してのユーザ入力に基づいて出力波長のスペクトル及び強度を調整す
ることを許容するか、あるいは、制御装置１４と通信する外部記憶装置（不図示）の制御
装置１４内にプレロードないし記憶された任意の数の出力プロフィルから選択することを
許容する。
【００５２】
　再び図１３を参照して、少なくとも１つの制御回路及び電源供給部が、制御装置本体部
２００の構成要素ハウジング２０２内に位置決めされている。一実施形態では、少なくと
も１つのマイクロコントローラ２２８と少なくとも１つの電源供給部２３０とが、その中
に位置決めされている。マイクロコントローラ２２８は、ユーザから、ユーザインタフェ
ース２０４を構成する様々な構成要素を介して、入力を受容して転送し、それに応じてＬ
ＥＤ光源の動作を制御する。同様に、マイクロコントローラ２２８は、ＬＥＤ光源からの
データを受容して、当該データをユーザに転送する。更に、マイクロコントローラ２２８
は、少なくとも１つの記憶装置を内部に含み得て、ユーザがデータをそこに記憶すること
を許容する。更に、マイクロコントローラ２２８は、１以上の外部プロセッサ、コンピュ
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ータ、ネットワーク、メモリ装置等と、コンジットを介して、ワイヤレスに、またはその
両方で、通信するように構成され得る。一実施形態では、電源供給部２３０は、ＬＥＤ光
源１２、制御装置１４の少なくとも１つ、またはその両方に、電力を供給するように構成
されている。選択的に、電源供給部２３０は、ＡＣ電源、ＤＣ電源、ＡＤコンバータ、等
を含み得る。
【００５３】
　図１３に示すように、１以上のＬＥＤアレイ制御盤２３２が、制御装置本体部２００の
構成要素ハウジング２０２内に位置決めされ得る。ＬＥＤアレイ制御盤２３２は、マイク
ロコントローラ２２８及びＬＥＤアレイ９４、９６（図８乃至図１０参照）上に形成され
た少なくとも１つのＬＥＤ群と通信可能であり、ユーザがＬＥＤアレイ９４、９６上に形
成された特定のＬＥＤ群の出力を制御して出力波長スペクトルを変更することを許容する
。例えば、一実施形態では、各ＬＥＤ制御盤２３２は、ＬＥＤアレイ９４、９６上に形成
された特定のＬＥＤ群の出力を制御してＬＥＤ光源１２（図１参照）からの出力信号のス
ペクトル特性、電力、輝度、強度等を変更するように構成された１以上の制御回路を含ん
でいる。一実施形態では、ＬＥＤ制御盤２３２は、マイクロプロセッサ２２８から当該Ｌ
ＥＤ制御盤２３２に供給された少なくとも１つのコマンドに応じて、ＬＥＤアレイ９４、
９６上に形成された特定のＬＥＤ群に供給される電圧ないし電流を変更する。選択的に、
任意の数のＬＥＤアレイ制御盤２３２が、制御装置本体部２００の構成要素ハウジング２
０２内に含まれ得る。更に、少なくとも１つの付加的装置２３４が、制御装置本体部２０
０の構成要素ハウジング２０２内に含まれ得る。例えば、一実施形態では、付加的装置は
、電源供給部を含んでいる。別の実施形態では、付加的装置は、ワイヤレス通信装置を含
んでおり、それによって、ＬＥＤ光源１２、外部コンピュータないしプロセッサ（不図示
）またはその両方の少なくとも１つに対して制御装置１４がワイヤレスに通信することを
許容する。更に、付加的装置２３４は、ユーザが制御装置１４に関する少なくとも１つの
データライブラリに保存及び／またはアクセスすることを許容する記憶装置を含み得る。
【００５４】
　ここに開示された実施形態は、本発明の原理の例示である。本発明の範囲内の他の修正
が、採用され得る。従って、本願に開示される装置は、ここに詳細に図示されて説明され
たものに限定はされない。
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